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１　東京都中央卸売市場（平成28年1月計）の青果物取扱高について

入
荷
量

〇

〇

〇

〇

単位：ｔ，百万円，％

1月 年間計 年間比 1月 年間計 年間比 1月 年間計 年間比

154,946 18,626 ←シェア（12.0％） 24,349 ←シェア（15.7％）

159,601 1,997,926 8.0 18,789 221,203 8.5 22,373 233,962 9.6

97 99 109

157,894 2,021,004 7.8 18,604 225,587 8.2 21,964 229,124 9.6

98 100 　シェア（11.8％） 111 　シェア（13.9％）

43,863 3,582 ←シェア（ 8.2％） 3,969 ←シェア（ 9.0％）

46,601 566,432 8.2 3,632 56,594 6.4 4,145 45,130 9.2

94 99 96

43,287 529,658 8.2 3,529 52,304 6.7 4,217 43,476 9.7

101 102 　シェア（ 8.2％） 94 　シェア（ 9.7％）

※平年値は平成22,24,25,26,27年の5ヵ年平均です。 【参考】
平成27年実績
１～１２月計

【参考】1月のみ
〇

〇

〇

単位：ｔ，百万円，％

野菜＋果物 野菜 果物 野菜＋果物 野菜 果物 野菜＋果物 野菜 果物

154,946 120,317 34,629 18,626 18,195 431 24,349 24,271 78

159,601 121,775 37,826 18,789 18,355 434 22,373 22,291 82

(97) (99) (92) (99) (99) (99) (109) (109) (95)

157,894 119,661 38,233 18,604 18,120 484 21,964 21,890 75

(98) (101) (91) (100) (100) (89) (111) (111) (105)

43,863 28,563 15,300 3,582 3,025 557 3,969 3,866 103

46,601 31,279 15,322 3,632 3,123 508 4,145 4,037 107

(94) (91) (100) (99) (97) (110) (96) (96) (96)

43,287 29,659 13,628 3,529 3,023 506 4,217 4,128 89

(101) (96) (112) (102) (100) (110) (94) (94) (115)

1月の青果計の金額は市場全体で前年比94％、茨城99％、千葉96％。平年比では、市場全体で101％、茨城
102％、千葉94％となった。千葉はキャベツ（前年より0.3億円減）、だいこん（前年より1.6億円減）等が安く、金
額が伸びなかった。

青果計の入荷量は、市場全体では若干少なく平年比98％。茨城は平年並（平年比100％）。千葉はこれまでの
気温高により生育の進んだキャベツの入荷量が多かったことから平年比111％だった。

前月に続き安かった野菜価格は、下旬にようやく回復した。1月の市場全体の平均価格は野菜が平年比96％
で、果実が123％、青果計では103％だった。

　H27

　前年比

　平年値※

　平年比

 茨城県　：　金額シェア（10.0％）　，　数量シェア（11.1％）
 千葉県　：　金額シェア（　8.0％）　，　数量シェア（11.7％）

市場全体の野菜平均価格平年比：上旬89％、中旬93％、下旬103％
市場全体の果実平均価格平年比：上旬116％、中旬124％、下旬128％

（参考）

1月
市場計 茨城 千葉

数
量

　H28

　H27

　(前年比)

　平年値※

　(平年比)

金
額

　H28

　H27

　(前年比)

　平年値※

　(平年比)

金
額

　H28

　H27

　前年比

　平年値※

　平年比

茨城県農産物販売推進東京本部情報

1月の青果計の入荷量は、市場全体で平年比98％、茨城は平年比100％、千葉は111％だった。

金
額

市場全体1月の青果計取扱金額は平年比101%と平年並だった。

茨城1月の青果計取扱金額は平年比102％。シェアは8.2％で平年並だった。

千葉1月の青果計取扱金額は平年比94％で。シェアは9.0％で平年（9.7％）より低かった。

　野菜の入荷量は、12月に続き気温が高かった上旬に多く、その後、中下旬は低温の影響から、特に九
州など西南暖地のきゅうり、トマト、いちご等の入荷が減少した。このため、1月の取扱高は数量、金額
ともほぼ平年並となった。

市場計 茨城 千葉

数
量

　H28



２　東京都中央卸売市場（平成28年1月単月）の茨城産青果物主要品目の取扱高 ※平年値は平成22,24,25,26,27年の5ヵ年平均です。

前年比％ 平年比％ 前年比％ 平年比％
平年比％
（全国）

前年比％ 平年比％

10,943 98 97 43 116 86 87 475,706 116 84

682 100 93 487 99 119 120 331,998 98 112

628 112 109 374 65 70 71 234,760 73 77

358 93 108 583 93 101 97 209,115 86 110

882 110 113 225 117 109 114 198,234 129 125

924 81 91 205 113 143 134 189,570 91 130

403 141 112 455 105 111 109 183,529 148 126

18,195 99 100 166 98 99 96 3,025,104 97 100

425 101 90 1,301 109 121 117 552,916 110 110

431 99 89 1,291 110 122 123 556,725 110 110

・はくさい

・れんこん

・みず菜

・ほうれんそう

・ねぎ

・かんしょ

・きゅうり

・いちご類

果実

茨城産の入荷量は前年比81％（前年8、9月の天候不順から肥大不足で、収量が少なかった）。千葉は前年比93％で、市場全体では前年比90％の
入荷量となった。価格は高く推移し、茨城産の価格は前年比113％、平年比143％。金額は前年比91％、平年比130％となった。

茨城産の入荷量は前年比141％。宮崎（前年比78％）、高知（97％）、千葉（97％）は少なく、市場全体では93％の入荷量だった。価格は下旬にかけ
て上がり、1月の茨城産の価格は前年比105％、平年比111％、金額は前年比148％、平年比126％となった。

茨城産の入荷量は前年比101％。栃木は前年比107％。低温により福岡（前年比58％）、静岡（88％）、佐賀（62％）は少なく、市場全体の入荷量は前
年比84％だった。茨城産の価格は前年比109％、平年比121％。金額は前年比110％、平年比では110％となった。

茨城産の入荷量は前年比93％。群馬（前年比78％）千葉（90％）、埼玉（77％）も少なく、市場全体では前年比86％の入荷量だった。上旬は価格安
だったが、入荷量の減った下旬に高騰した。1月の茨城産の価格は前年比93％、平年比101％、金額は前年比86％、平年比110％となった。

いちご類

果実類計

茨城産の入荷量は前年比110％、千葉は前年比108％、埼玉93％で、市場全体では前年比98％の入荷量だった。茨城産の価格は前年比117％、平
年比109％。金額は前年比129％、平年比125％となった。

茨城産の入荷量は前年比98％、市場全体も98％の入荷量だった。下旬に気温が低下したことから鍋需要が回復、それに伴い価格も上がった（1月上
旬の価格は40円／㎏であったが、下旬には54円／㎏となった）。1月の茨城産価格は前年比116％、平年比86％、金額は前年比116％、平年比84％
だった。

茨城産の入荷量は前年比100％、市場全体では前年比101％だった。1月は茨城産が市場全体の入荷量の95％を占める。茨城産の価格は高かった
前年並（前年比99％）で、平年比は119％。金額は前年比98％、平年比112％となった。

茨城産の入荷量は前年比112％、市場全体では前年比111％だった。1月は茨城産が市場全体の入荷量の92％を占める。入荷量の多さから前月に
続き価格が安く、下旬にかけて回復したものの、1月の茨城産の価格は前年比65％、平年比70％、金額は前年比73％、平年比77％となった。

野菜

はくさい

きゅうり

野菜類計

れんこん

みず菜

ほうれんそう

ねぎ

かんしょ

　野菜類の入荷量は約1万8千トン（前年比99％，平年比100％），価格は166円/kg（前年比98％，平年比99％）。
  果実類の入荷量は431トン（前年比99％，平年比89％），価格は1,291円/kg（前年比110％，平年比122％）。

品目
数量 t 価格 円／㎏ 金額 千円


